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概要
本研究の目的は、被災地へ出発する前、被災地での活動中、被災地での活動後に、共感疲労と共感
満足度をアセスメントすることである。本研究では、援助者向けの自記式共感疲労と共感満足度テスト
を使用した。2011 年４月から８月までの期間、東日本大震災の津波による甚大な被害を受けた地
域に、県のこころのケアチームとして派遣されたメンタルヘルスの専門家を対象とした。23 人の対象者は、
共感疲労が減少したタイプと共感疲労が上昇したタイプの２つのタイプに分類された。本稿で、２つのタ
イプの特徴について論じた。


